
2022年3月22日　№1

№ 質問内容 回答

1

（法人税確定申告書提出前の）直近期の試算表について

下記３つの書類（監査済）で代用可能でしょうか。

＊損益計算書、＊貸借対照表、＊株主資本等変動計算書

代用可能です。ただし更なる確認の必要が生じた際は、追加書類をご提出い

ただく場合があります。

2

法人税・法人事業税・消費税・地方消費税の滞納がないことの証明

下記の２点でよろしいでしょうか。

＊法人税・消費税及び地方消費税の納税証明書(その1)

＊法人事業税・地方法人特別税の納税証明書

ご認識のとおりです。

3 契約について、主催講座も提携講座も時間単価での契約になるのか？

主催講座は時間単価での契約となります。提携講座は、講座受講料収入総額

から、事務手数料と施設利用料金（講座実施回数分、その他講座運営に関わ

る利用分）を引いた金額を精算する旨を定めた契約となります。

4
プロポーザルの参加について、両講座（主催、提携）又はいずれか一

つを選択しての参加表明でも良いのでしょうか？

今回のプロポーザルについては、主催・提携、両講座を合わせての参加表明

をお願いします。

5
各講座の開催曜日・時間などは、派遣する講師の配置と照らし合わせ

て、研修会社側から希望を出すことは可能でしょうか？

原則は、当財団が示す曜日・時間・会場での開催となります。ただし、特別

な事情がある場合は、提案の中に含めてください。

6
提携講座について、募集人数による開講有無がある場合、最少催行人

数は何名になるのか？
最少催行人数は、講座の定員を踏まえ、委託業者と協議のうえ決定します。

7

実施要領２　業務概要（３）

記載されている提携講座受講料総額（上限額）○○円（手数料その他

含む）の 「手数料とその他含む」について明細をお知らせ願います。

事務手数料（単価×参加受講生数分）と施設利用料金（講座実施回数分、そ

の他講座運営に関わる利用分）となります。施設利用料金は、施設ごとに異

なります。
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8

実施要領 7　選定・評価方法

③第三次審査について、レッスンを現地にて見学とあるが、現地とは

どこを指しているのか？またレッスンの対象者は誰になるのか？

現地とは、プロポーザル参加団体が実施する英会話レッスン会場を指しま

す。一般の方のレッスンを見学させていただく形または当財団職員が体験

レッスン等を受講させていただく形のいずれかを考えています。

9

仕様書５　委託時間数

開講予定講座（1）主催講座15 講座、（2）提携講座20 講座とありま

すが、2021 年度と同様に、「基礎・初級・中級レベルが主催講座」、

「初心者・上級（ディスカッションなど）が提携講座」になりますで

しょうか？

資料のうち英会話プランをご参照ください。「レベル2（基礎）・レベル3

（初級）」が2021年度の講座名「基礎」「中級」となり、主催講座です。

「レベル4（中級）・レベル5（上級）」が2021年度の講座名「プレディス

カッション」「ディスカッション」となり、提携講座です。単科コースは、

主催と提携の設定がございます。なお「レベル1（初心者）」も提携講座です

が、プロポーザルの対象外です。

10

仕様書6　契約金額（2）提携講座

１講座ごとの歩合制とするについて、歩合制というのは、講座開講数

に対しての歩合なのか？もしくは１講座に参加した生徒数による歩合

なのか？

1講座に参加した生徒数による歩合です。

11

仕様書６　契約金額（２）提携講座

1 講座ごとの歩合制とするについて、「歩合」の設定について詳細を

お知らせ願います。

提携講座事務手数料（単価×参加受講生数分）を設定し、講座受講料収入総

額から、事務手数料と施設利用料金（講座実施回数分、その他講座運営に関

わる利用分）を引いた金額を精算いたします。提携講座手数料の設定（金

額）については、今回の提案の中に盛り込んでください。最終的には委託業

者との協議により決定します。

12

提案事項4　講師の管理体制と危機管理体制(7)

講師の損害・傷害保険の加入状況でしょうか？もしくは弊社で講座を

受けている生徒の保障等による保険加入状況でしょうか？

講師の損害・傷害保険の加入状況をお知らせください。講座を受けている生

徒の保障等による保険加入状況もお知らせいただければ参考にさせていただ

きます。


